
アートを中心にした美の流れ

みなとを中心にした静の流れ

過去を紡ぐ時の流れ

新しい知の流れ

情緒ある生活の流れ

賑わい溢れる動の流れ

六甲山から海につづく、このまちの文化を育てるひと流れの川

エジプトはナイルの賜物というように、流れゆく川はまちを発展させ、豊かな文化を

育てる契機となってきました。この提案では、六甲山から海へとつながる《川》を道

にえがき、川の流れに沿って舟型のストリートファニチャーを設置することで、ミュー

ジアムロード周辺エリアの魅力をおおきく膨らませます。

川は、点在している地域の拠点をひとつの流れでむす

びつけ、まち全体を大きなミュージアムへと変えてい

きます。ただ歩くだけでも楽しい発見があり、訪れた

人みずからが表現したくなる創造性を呼びおこします。

川は、まち全体を歩きたくなる流れをうみだし、ミュー

ジアムロードの道標となります。ミュージアムロード

を超えて六甲山や神戸港へぬける南北の視線は、ここ

にしかない風景を浮かびあがらせます。

川は、だれにでも視認しやすい照明つき点字ブロック

として機能し、夜間にはまちを明るく照らす光の川と

なり、歩行者を導きます。舟型のファーニチャーは、

まちの魅力を膨らます小さなきっかけとなります。

○コンセプト ○創造性｜まちの流れと小さな表現者 ○デザイン性｜まちの道標からつづく風景 ○機能性｜光の川と浮かぶ舟

過去の臨港鉄道の旧線路に沿って阪神大震災の記憶を語りつぐ
5時４６分でとまった時計

(神戸震災復興記念公園・旧臨港線神戸港駅 )

岩屋駅

灘駅
臨港鉄道跡地

みなとのもり公園 

灘駅前拱橋

原田拱橋

灘駅南駅前広場

灘駅北駅前広場

掬星台 六甲山

王子公園駅

水道筋商店街

横尾忠則現代美術館 原田の森ギャラリー

王子動物園 関西学院大学新キャンパス（予定）神戸文学館

兵庫県立美術館 

松永勉《風舞》

安藤忠雄《青りんご》
元永定正《きいろとぶるう》

新宮晋氏《遥かなリズム》

若手アーティストの発表の場

椿昇《PEASE CRACKER》

ヤノベケンジ《Sun Sister》

《百万ドルの夜景》

BBプラザ美術館

マリンステージ 三沢厚彦《Animal 2021-01-B》

名和晃平《Ether (family)》

元永定正・中辻悦子《ゆめ・きずな》

シスメックス神戸アイスキャンパス

人と防災未来センター

HAT 神戸なぎさ公園

アート賑わいエリア

駅前わいわいエリア

地元に寄り添う生活エリア

知を感じるエリア

美しい自然を感じるエリア

歴史を感じるエリア

みなと憩いエリア



わたしの
ぞうさんあった！ ああ、

それはね～

おまたせ...！
何かお困りごとは
ありませんか？

うちのベランダは
小さいけど、
このお花そだて
たかったんだよなあ

今日の講義
ここの部分が
わからなくて...

六甲山と海を
むすんでいるよ

娘の
アーティスト
デビューだわ

パパ
あのかえるみて～

震災の時はね...

バスを
座って待てるの
ありがたいなあ...

点字ブロックが
縁どられていて
見やすい...

外でお茶するの
気持ちよいね～

風に吹かれながら
音楽を聴けるなんて

自分の趣味を
喜んでくれるひとが
いるんだ！

私も
これつくってみたいな！



※「光る点字ブロック」は国内では三鷹駅北口、海外では韓国で導入され歩行者を安全に導いています。
※「地面埋め込み型ライト」は大阪府守口市に導入され、高い交通安全効果を発揮しています。

点字ブロック（青い縁が適切な輝度比を確保します）
青色 LEDライト

様々な高さをもつ舟型のストリートファニチャーは
べンチやテーブル、花壇や展示台など、多様な用途に対応します

MUSEUM ROADを川でむすぼうプロジェクト MUSEUM ROADを川でむすぼうプロジェクト


